
出土品紹介      南滋賀遺跡出土の独楽
こ ま

 （南志賀三丁目） 

南滋賀遺跡は、南志賀一～三丁目、勧学一丁目に広がり、比叡山の東麓、大津市

湖西南部に位置しています。１９５８年、遺跡の西側にあたる、志賀小学校運動場拡

張に伴う発掘調査で、弥生時代の墓域が確認され、著名な遺跡となりました。古くから

調査されている、白鳳期の大津宮関連寺院である史跡南滋賀町廃寺も、南滋賀遺跡

の範囲に含まれています。近年では、京阪石坂線の東側区域に行われる調査から、

古墳時代後期の、渡来系の文化のひとつと考えられる大壁
お お か べ

建物
た て も の

という壁建ちの建物

跡が多く検出されています。今回の調査では、特に木製の独楽
こ ま

が出土し、６世紀後半

～７世紀の時期にあたる日本国内最古の独楽ということで、貴重な成果を得ました。 
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南滋賀遺跡出土 独楽  全長約 6.0cm、直径(幅)約 4.4cm 

心棒(直径約 0.5cm)約 0.3cm を削り出す 



Ｑ：コマは、どこで見つかったのですか？ 

Ａ：調査区北寄りの、東西方向の溝か

ら出土しました。溝の幅は約 1.8ｍ、検

出した長さ約 9.5ｍ、深さ約 0.5ｍです。

ほかにも遺物
い ぶ つ

が見つかりました。 

Ｑ：何時代のコマなのですか？ほかには 

どんなものが見つかったのですか？ 

Ａ：一緒に出土したものは、土師器
は じ き

や須
す

恵器
え き

などの土器類や、斎
い

串
ぐ し

などの木製

品、桃の種などです。出土した土器の

年代から、コマは６世紀後半～７世紀、

古墳時代後期のものとわかりました。 

Ｑ：６世紀後半頃の南滋賀に暮らしてい

た人も、コマにひもを巻きつけ、投げて

回して遊んでいたのでしょうか。上部に

軸がついてないので、手でひねって回す

ものではなさそうですが…。 

Ａ：このコマの形から、棒の先に布など

をつけたムチで側面をたたいて回す、た

たきゴマだと思います。ぶちゴマともいい

ます。現代でも、欧州や中国・韓国など

で、遊具として用いられているようです。 

そして、斎串や桃の種、溝の肩口の土
ど

坑
こ う

から男性器をかたどった、五穀
ご こ く

豊穣
ほ う じ ょ う

のシンボルである陽物
よ う も つ

形
が た

の出土があり、この 

辺りで祭祀
さ い し

が行われていたことが考えられます。おそらく、この時コマは遊具としてでは

なく、なんらかの祭祀具として用いられていたのでしょう。 

大津市の坂本から錦織にかけての地域には、古墳の石室の形やミニチュア炊飯

具セットの副葬
ふ く そ う

、大壁建物などの検出などから、渡来人にもたらされた文化が展開し

ていたと考えられています。たたき独楽についても、中国大陸や朝鮮半島からもたらさ

れた、先進的な文化のひとつであるかもしれません。 

 

 

 

【調査区全景（北東から）】 

 

【調査地位置図】 

 

 

【独楽の出土した溝と陽物の出土した穴】  



遺跡紹介        野畑
の ば た け

遺跡 （瀬田三丁目） 

当遺跡は、瀬田川の東方

の低台地上に位置する遺跡

です。野畑遺跡の東方には、

古代の役所とされる近江
お う み

国
こ く

庁
ちょう

や、国庁関連の施設、瀬
せ

田
た

廃寺
は い じ

など、奈良～平安時

代の遺跡が多く広がっていま

す。昭和 57 年度の調査では、

奈良～平安時代の井戸や、

東西に長い掘
ほ っ

立柱
たてばしら

建物
た て も の

２棟、

平
ひ ら

窯
が ま

形式の瓦
が

窯
よ う

が１基検出さ 

れました。この瓦窯からは、

飛
ひ

雲
う ん

文
も ん

軒
の き

平
ひ ら

瓦
がわら

の破片の出土

があり、近江国庁の屋根瓦を 

供給している瓦窯かと考えら

れています。今回の調査では、

同じく奈良～平安時代の掘

立柱建物群や溝、そして用

途がよくわからない謎の、瓦

が方形に積み並べてある遺
い

構
こ う

が検出されました。 

Ｑ：何が見つかったのですか？ 

Ａ：調査区の南東部で、総柱
そうば し ら

の 

掘立柱建物を検出しました。柱 

が多い建物で、倉庫などに利用 

されていたと考えられます。柱
ちゅう

穴
け つ

 

は、１辺１ｍを測る大型のもので 

した。建物南西隅には、黒く焼

けた用途不明土坑があります。 

 

 

 

【調査地位置図】 

【野畑遺跡 用途不明土坑】 

●  

近江国庁跡 

調査地  

【南東部全景】  



Ｑ：北西部にも、建物がありますね。  

Ａ：同じく、柱穴が大型の掘立柱建物で

す。南東部の総柱建物とほぼ同じ方向、

正方位を向いています。 

Ｑ：方向を統一して建てたのでしょうか。 

Ａ：おそらく同時期に営まれた、近江国

庁と方位を合わせているものと考えて

います。これらの建物群は、国庁に関連す 

る施設なのかもしれません。 

Ｑ：瓦を並べた用途不明の土坑も、国

庁に関連するものなのですか？ 

Ａ：総柱の掘立柱建物が建てられるより

前に造られた土坑のようです。土中に

は炭や焼土が残っていました。カマドと

して用いていたのかもしれません。四方

に並べられていた瓦を観察すると、瓦の

作り方が奈良～平安時代より前の、白鳳時代に用いられていた技術であることが確認

できました。 

Ｑ：瓦の作り方によって、大体の時期がわかるのですね。どんな作り方ですか？ 

Ａ：粘土
ね ん ど

紐
ひ も

桶巻
お け ま き

作りです。桶状の型に、粘土をくっつけるための麻布をかぶせ、その上

から粘土紐を巻きつけていき、紐を巻きつけた板で粘土紐を叩きしめて形を整えます。 

■調査区の近くには、奈良時代に営まれた瀬田廃寺がありますが、ここでの白鳳期の

瓦の発見からそれ以前にも、付近に白鳳時代の寺院があった可能性が出てきました。 

 

 

 

■開館時間 午前９時～午後５時 

■休 館  日  土・日・祝祭日・ 

年末年始(12 月 27 日～１月５日) 

■入  館  料   無料（講座等は有料です） 

■交  通  JR 唐崎駅から徒歩 20 分  

       京阪電鉄石坂線滋賀里駅から徒歩５分  

 202１ .３ .31 発行 大津市埋蔵文化財調査センター 

〒520－0006 大津市滋賀里一丁目 17－23 

TEL：077（527）1170 FAX：077（527）1171 

     

【北西部全景】  

【用途不明土坑 瓦積部分】  


